　特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年９月18日　530号
木津川秋の花散策　12日　24名の参加でにぎやかに　東海自然道を歩く　
大河原駅で出迎えると大勢の人が続々を降りてこられました。私たちは、きっと少人数だらうと予想していました。ところが、ぞろぞろと途切れなく続いてこられるではありませんか。最終的には何と24名の集団になりました。京都府で唯一の村から京都府で一番小さい町笠置までの東海自然歩道7㎞の花散策というスローガンに魅力があったのでしょうか。あるいは南山城村在住の柴垣さんのガイドに魅力があったのでしょうか、思いもよらない大勢の花散策になりました。受付名簿に記入していただいて理事長の深田さんとオリナス城陽の奥田さんの開会挨拶があって、国道163を注意深くわたって、木津川の流れるきれいな水音に歓迎されながら恋路橋（潜没橋）を渡りました。コースの前半は山裾の日陰の道で住宅化した人があふれている町では味わえない雰囲気で自動車にも殆ど出会わない別世界の様です。また目につく植物の元気さが伝わってきます。ここを堪能しながら、1時間30分ほどで昼食予定地の布目川の甌穴（おうけつ）に到着、川原で昼食をとりました。ここでも緑が鮮やかで心が癒されるひと時でした。ここから笠置までは1時間弱の距離ですので十分休憩時間をとりしました。開花した植物約30種を確認できました。
里山農園　冬野菜の双葉が元気に顔を出す　一週間前に種をまいた冬野菜が元気な双葉を出しました。雨続きの終わりでしたので畝にはしっかり湿り気があって、種蒔には好条件だったからでしょう。その後晴天が続き朝夕の水やりが大変でしたが、粘り強く心を込めていただいたので素晴らしい芽が顔を出してくれています。湿り気を保護すると同時に鳥による種のついばみを防ぐ稲わらを取り除き、土寄せを行っています。
里山農園　草刈が進む　4号地5号地　10号地11号地も完全に草刈りが済む　12号地13号地半分残っている　14号地完了、　16号地完了する　17号地18号地未着手となっています。9号地の斜面もきれいになりました。南の道の斜面が残っています。
里山農園の収穫祭　10月20日に予定しています。　薩摩芋、サトイモ、黒豆などの収穫を行います。家族そろってお越しください。参加者には一株ずつのお土産があります。そのほかご希望があれば格安でお持ち帰りいただけます。
里山農園の秋の花が見ごろになっています　筆頭は秋の七草の藤袴（フジバカマ）やオミナエシでしょう。秋の彼岸が近づいてきました、ヒガンバナも目立って来ています。ツリガネニンジン、ヌスビトハギは今が見ごろです。ツユクサもここにいるぞと威勢の声が聞こえそうです。ウメバチソウはいかがでしょうか　ギンリョウソウも発見できるかもしれません。綿の花はもう少し咲き続けられるようですが、終わりが近づいているようです。コスモスはちらほらほんのちょっと咲き出してきました。マルオクラは粘り強く咲き誇っています。里山の植物って本当に楽しいものですね。作物の出来栄えが一番関心を呼ぶものですが、きれいな花が咲くのを観察するのもいいのではありませんか。出かけてくださいね。お待ちしています。
そよ風幼稚園の「森を歩こうのイベント」に近藤さんと金田さんが山の植物や昆虫のお話に出かけていただきました。当日は、全参加者300人がご参集されていました。約3時間のうち周辺の森を連れ立って歩いて森林の景色を胸に受け止めました。植物への関心は弱く近藤さんに付き従うのは5～6名という小さなグループなので、短冊を使って先行的に進みました。そこで短冊に植物名を書き込んで置いて、後進グループがその短冊を読んだ後、回収することを取り入れました。後進のグループは昆虫関係でしたので大半の皆さんが集中しておられました。講師の金田さんは大忙しで解説されていました。閉会式では小笠原さんが認定ＮＰＯ資格獲得に3000円寄付の会員が100人必要で、30人が不足しているのでと強く参加を呼びかけられると、たちまちのうちに不足分が達成されたようです。日頃からの努力によって素晴らしくすごい信頼・信用が築かれていることがよくわかりました。
会誌37号の原稿の締め切りが迫っています。　ご準備をいただいているみなさん間もなくです。書いてやろうと思っておられる皆さん、勇気を出してペンを握ってください。農園の皆さんの活躍ぶり、奮闘ぶりをお知らせくださいお待ちしていますよ。夏野菜に注がれたご苦労等お聞かせください。河川レンジャーの皆さん随分とご苦労されているのに、まったく苦労を苦労として感じないで頑張っておられます。隠れた一面をご紹介いただければ、河川レンジャーの面白さなど魅力が伝われば、と思います。
稲刈りにご参加くださいね。9月20日（日）午前10時集合です。　普賢寺小学校前又は炭焼き窯前にお越しください。16日の毎日新聞社が稲刈りの案内記事を掲載いただきました。当日は神輿担ぎ、新米の試食、稲架け、稲刈り、お話（稲つくりの1年）、解説（コンバインの働き…稲作の機械化）、を予定しています。
グループレンジャー北野大輔君・小林慧人君が実施　ブルーギルなどの魚駆除を目的に魚釣りを行いながら学ぶ会を実行　10月18日過日の中井克樹さんの「生物多様性から見た外来生物をどう考える」の講演会から身近な市役所裏の竹ノ脇池でのブルーギルなどの駆逐への取組として魚釣りを行って、実態を知ろうとして行います。準備関係から30名の受付で予定しています。詳細は事務局に問合せ。
里山農園生態園への学習施設屋根設置　第1次10月1日～15日　第2次10月20日～11月7日（12ｍ×6ｍ）に実行予定。　地域力再生プロジェクト事業交付金による学習施設屋根の設置工事を行います。ご協力いただけますようお願いします。
9月～1１月の予定
20日稲刈り体験　会誌37号原稿締切　　21日古川水ウォッチング　　23日バッタのオリンピック　10月4日木津川一斉水調査　　11日蔓かごつくり蔓採取　　18日外来種駆除竹の脇池　　19日カヌー下り（初日）　条油脂緑化祭り　　21日会誌37号製本作業　　　25日カヌー二日目と大交流会　　26日カヌー三日目　　31日京田辺市文化祭前日準備　　11月6日司法修習生研修会　　＜山村記＞
